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不定期

寛文九年創業

今
大森、
海苔の
まち。

ふゆ

今年も新海苔の
季節が始まりま
す。海苔の最盛
期は冬。大森は
今も、60もの海
苔問屋がひしめ
く海苔のまち。
各店選りすぐり
の、海苔の味や
香りをぜひお楽
しみください。

古　　  東西

海
苔

問
屋
が
多い旧東海道

外
と
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
私
た
ち
が
親

し
ん
で
い
る
「
大
田
区
」
の

名
は
、
大
森
の
「
大
」、
そ

し
て
蒲
田
の
「
田
」
を
一
字

意 こ
こ
も
旧
・
大
森
区

湧
水
が
生
ん
だ

街
並
み
と
環
境

の
地
域
の
住
宅
開
発

は
昭
和
初
期
に
行
わ

れ
、
な
か
で
も
関
東
大
震
災

の
復
興
ア
パ
ー
ト
で
有
名
な

「
同
潤
会
」
が
分
譲
し
た
木

こ

自
然
が
よ
み
が
え
る
小
池
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か
ら
「
九
十
九
谷
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
地

形
が
複
雑
な
馬
込
の
西
に
位

置
す
る
上
池
台
。
馬
込
と
同

様
、
至
る
と
こ
ろ
に
急
勾
配

の
坂
が
あ
り
、
歩
く
の
に
は

一
苦
労
で
あ
る
。
近
年
、
貴

重
な
水
辺
の
環
境
が
よ
み
が

え
り
つ
つ
あ
る
小
池
は
、
そ

の
起
伏
の
多
い
一
帯
の
谷
底

と
い
う
べ
き
場
所
に
あ
る
。

昔

東
急
池
上
線
の
長
原
駅
か
ら

徒
歩
で
５
分
ほ
ど
。
大
森
駅

か
ら
な
ら
環
七
通
り
を
走
る

東
急
バ
ス
の
新
代
田
駅
前
ゆ

き
に
乗
り
、
長
原
バ
ス
停
で

下
車
す
る
と
よ
い
。

 

小
池
は
、
釣
り
堀
と
し
て

長
く
利
用
さ
れ
、
そ
の
光
景

を
ご
記
憶
の
方
も
多
い
こ
と

だ
ろ
う
。
も
と
も
と
は
台
地

の
縁
か
ら
出
る
湧
水
を
集
め

て
農
業
用
の
た
め
池
と
し
て

造
一
戸
建
住
宅
は
特
筆
す
べ

き
存
在
だ
。
同
潤
会
は
１
９

２
４
（
大
正
13
）
年
に
内
務

省
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
財

団
法
人
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
集
合
住
宅
を
手
が
け

た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
最

後
に
着
手
し
た
の
が
戸
建
の

分
譲
住
宅
だ
っ
た
。

 

三
浦
展
（
評
論
家
）
の
著

作
『
東
京
高
級
住
宅
地
探

訪
』
に
よ
れ
ば
、
小
池
に
近

い
「
同
潤
会
洗
足
台
第
一
分

譲
住
宅
」
の
分
譲
当
時
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、〈
省
線

五
反
田
駅
を
経
て
池
上
電
鉄

長
原
駅
下
車
、
西
南
約
六
丁

の
所
で
、
長
原
駅
か
ら
は
八

分
毎
に
発
車
し
て
五
反
田
駅

ま
で
八
分
、
東
京
駅
ま
で
二

十
五
分
位
で
参
り
ま
す
〉〈
本

住
宅
は
文
化
住
宅
地
と
し
て

有
名
な
田
園
調
布
の
連
な
り

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
に

は
釣
り
堀
が
開
業
し
た
と
さ

れ
る
。
釣
り
堀
廃
業
後
、
２

０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
完

成
し
た
公
園
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
池
の
水
抜
き
が

行
わ
れ
、
最
大
の
特
徴
で
あ

る
湧
水
を
生
か
し
た
水
質
の

浄
化
が
図
ら
れ
た
。

 

こ
の
結
果
、
ト
ン
ボ
や
カ

ワ
セ
ミ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
坂
の
ま
ち
の
オ

ア
シ
ス
と
も
い
う
べ
き
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
小
池
の
周

辺
は
環
境
の
良
好
な
住
宅
地

で
も
あ
る
。
そ
こ
に
誰
も
が

水
辺
と
親
し
め
る
新
し
い
魅

力
が
加
わ
っ
た
。

 

小
池
と
対
の
関
係
に
あ
る

「
大
池
」
こ
と
洗
足
池
の
水

源
も
ま
た
豊
か
な
湧
水
で
あ

る
。
洗
足
池
か
ら
流
れ
出
て

呑
川
に
合
流
す
る
水
路
は

「
洗
足
流
れ
」
と
呼
ば
れ
、

か
つ
て
は
小
池
か
ら
の
水
も

途
中
で
流
れ
込
ん
で
い
た
と

で
、
洗
足
池
等
の
風
光
明
媚

な
場
所
の
小
池
台
と
い
う
丘

の
上
に
〉
と
、
利
便
性
と
環

境
の
良
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

23
区
に
相
当
）
に
編
入
さ
れ

る
に
あ
た
っ
て
「
大
森
区
」

と
「
蒲
田
区
」
が
成
立
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
戦
後
、
１

い
た
そ
う
で
、１
９
２
９
（
昭

和
４
）
年
に
耕
地
整
理
で
池

の
一
部
が
埋
め
立
て
ら
れ
、

ず
つ
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
１

９
３
２
（
昭
和
7
）
年
、
そ

れ
ま
で
荏
原
郡
と
呼
ば
れ
て

い
た
地
域
（
現
在
の
品
川

区
、
目
黒
区
、
大
田
区
お
よ

び
世
田
谷
区
の
一
部
な
ど
）

が
当
時
の
東
京
市
（
現
在
の

９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
大

森
区
と
蒲
田
区
が
統
合
さ

れ
、
大
田
区
と
な
っ
た
。

 

今
日
、
大
田
区
の
北
西
部

（
上
池
台
、
千
束
、
雪
谷
な

ど
）
は
、
東
急
電
鉄
の
沿
線

が
日
常
の
生
活
圏
に
な
っ
て

い
る
。
60
年
あ
ま
り
前
ま
で

大
森
区
に
含
ま
れ
て
い
た
地

域
だ
が
、
１
９
９
８
（
平
成

10
）
年
に
大
田
区
役
所
が
大

森
か
ら
蒲
田
へ
移
転
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
の
大
森
と
の
結
び

つ
き
は
昔
ほ
ど
で
は
な
い
。

た
だ
、
洗
足
池
の
そ
ば
に
あ

る
大
森
第
六
中
学
校
を
は
じ

め
、
こ
の
あ
た
り
の
区
立
中

学
校
に
も
「
大
森
」
の
名
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
往
年
の

関
係
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

い
う
。
こ
れ
ら
の
流
れ
が
長

い
時
間
を
か
け
て
台
地
を

削
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

の
が
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
で

あ
り
、
湧
水
と
こ
の
界
隈
の

街
並
み
は
切
り
離
せ
な
い
関

係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

ど
う
じ
ゅ
ん
か
い

み
う
ら 

あ
つ
し

大森には、人のいとなみが土地の記憶（地霊）として
残っています。今回は上池台へ足を伸ばし、坂のまちで
愛される水辺の風景を訪ねます。(文・写真＝山田智士）

ま
ち
あ
る
き
　
　
ネ
タ

小
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◆
か
な
し
そ
う
に
何
み
て
る
の
？

○
次
号
か
ら
新
し
い
企
画
だ
っ
て
・・・

えっホント？

まちあるき小ネタへのご声援ありがとうございました！次号からは新企画！おたのしみに！

▲現在の小池。戦前から釣り堀として知られたが、その面影は消え、公園に変貌した。

▲小池を見下ろす高台に家々が建ち並ぶ
　独特の風景。

▲上池台は“坂のまち”。アップダウンを味わう
　まちあるきも楽しい。

小
池
を
訪
ね
て　

～
坂
の
ま
ち
の
オ
ア
シ
ス
～


